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1　 は じめ に

　 近世の 色 を代表す る江戸 の 色は
，

それ よ り前の

時代 とは 大 きく違 っ て ，当時の 民衆性を表す色で

あ っ た ．江戸時代の 美の 意識は ，対象を直接賛美
する もの か ら

， 心の 深 い 気配 を感 じ させ る もの に

な っ た ．江戸 の 色 の
“
美

”
は

， その 技術 に よる と

こ ろ も大きい ．複雑な工 程 を経て作 られ た茶系や

鼠系の 色は類似色 も多 く， 俗称として 四 十八茶百

鼠と も呼ば れ て い る ．藍染が 完成 され たの も江戸

期であ る．

　 全五巻か らな る 日本色彩大鑑 ［1］は，時代ご と

に ，色 の 復元 染色布を色票 と して 収録し た文献で

ある．その 第五 巻にあたる〈江戸 の 色〉には，193

種類の 色票 とその 色名が載録 されて い る，

　 本研究の 目的は
， 上記の 資料 をもとに ， 江戸の

色 の 特徴を見出す こ とで ある ．なお ，文献 圖 に よ

れば ， 江戸期の 色に つ い て は い くつ か の資料が あ
るが

，
い ずれ を分析の 対象として も大きな違 い は

な い と の こ と で あ っ た．

2　 分析の 方 法

以 下 の 手順で分析を行っ た ．

  分光測色計 （ミ ノル タ CM −503i）を用 い

　て 色票の 分 光反 射率 を測 定 し ，CIELAB ，

　CIELUV ，　Munsell，　 NCS の 各表色系の 色値

　へ 変換 を行 う 〔C 光
・2

°
視野）．

● 各表色系ご とに
，

全 193 色を色空間に プ ロ ッ

　 トし，そ の 分布を観察する．

・ さらに
， 全 193 色を JISの 系統色名ご と に 分

　類 し ， 頻度 を見 る．

e 色名に 同じ文字が 含まれ て い る 色 （例えば，

　〜茶など）ど うし をグ ル ープ に し ， 各グ ル ー

　プ の NCS 色分布図を作成する．さらに ， 茶 ，

　鼠など色数が多い もの に つ い て は ，色相，黒

　み ，白み
， 色み に 対す る頻度を求め る．

［一 ］102

3 　 結果 と考察

（1）全 193色の NCS 表色系にお ける分布を ， 図

1に示す．

。 色相一色み 面の 分布か ら ， 以下 の こ と が わ か

　 る．黄と赤の 間の 色数が多 い が ，他は少な い ．

　 と くに
， 紫と青緑は 非常に少な い ．また

， 緑

　系の 色はほ とん ど黄緑で あ る．

e 色三 角形の 分布か ら ， 以下 の こ とが わ か る ．

　全体的に暗 く， 白み の 多い 色はない ．色み の

　多 い 色は 少な い ．黒み の 多い 色が多 く， 茶系

　と紺系の 二 つ が 目立 つ ，と くに，茶色は非常

　に 多い ．

　 （2）図 2 は
， 全 193 色 を JISの 系統色名の 区分

に 従 い 分類 した もの で ある ．基本色名 （hue）お よ

び修飾語 （tone ）の 二 つ の 図か ら，色相が 黄 （Y ）と

黄赤 （0 ）の 色が 非常 に多 く，修飾語 ト
ー

ン は くす

ん だ （d1）と暗い 灰 （dg）が非常に多い こ とがわか る．

　 （3）色名に 含まれ る文字で 全色を分類した と こ

ろ ， 同 じ文字を含む色名は非常に多い こ とがわか っ

た ．5種以 上の 色名に含まれ る文字をあげ る と
， 表

1 の よ うで あ っ た ．

子 ’
　 又 子 露 子 ’

、

ノ　、 72 ，ヒ 7 6
14 駈 7 云 6

彈 14 7 ぞ　 ム 5
鳥 10 滕 7 亀 5

糸 9 6 ・尸 5

表 1　色名に 現われ る 文字の 頻度

　 茶 ， 鼠 ， 煤竹を含 む色名は 99 あ り， 全色名の

半数以上 も占め る （100 で は な い の は
， 煤竹茶な る

色が茶 と煤竹双方に 分類 されて い るか ら）．

　 （4）全色お よび茶，鼠を含む色の NCS 色相，黒

み ，白み ，色み に対す る頻度分布を図 3 に 示す．黒

み ，白み ，色み の 分布に つ い て は ，全色に対す る

平均と標準偏差 も付した．こ れ ら の 図か ら，〔1）で

述べ た こ とが定量的に 確認 され る．
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ゆ 茶色の グ ル ー
プ に っ い て は

， 色相 Y 〜Y80R

　の 色が多い
， G 〜Y の範囲の 色 も少な くない ．

　黒み は 20〜80 の 範囲が
， 白み は一20〜40 の

　範囲が主 で ある ．色相，黒み ，白み ， 色み の

　分布が 全色の 分布 と似て い る こ とから，（1）
　で述べ た全色の 傾向は ，ほ とん ど茶の グ ル ー

　プに よ る もの と認め られ る ．

● 鼠色の グ ル ー
プ に つ い ては

， 色みは 0〜20 と

　少な い
， し たが っ て ，色相は 分散して い る．

　黒み は 40〜80 の 範囲で あ り，白み は 0〜40

　の 範囲で あ る．

4　 お わ りに

　 江戸時代 の 色 の 特徴を測色的に見出すこ とがで

きた ．色 名に茶 と鼠は 多い こ とは は じ め か ら想像
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（a）色柑 色み面

され たが ，上記に よ りこ れ が 確認 され た．しか し
，

‘’
四十八茶百鼠

”
の 俗語に反し ， 鼠 （14種）が 茶 （72

種）よ り少ない
，

また，煤竹，鳶など茶に近 い 色 を

表す名前が 鼠と 同程度に多い こ と もわか っ た ．

　 今後，他の 資料との比較研究や ， 色名と感覚 と

の 関係も研 究
』
し た い と思 っ て い る．

　 本研究 にあ た り，国立歴史民俗博物館の 照井武

彦教授，鈴木卓治助手に は，資料の 提供 ・測色な

どでお世話に な りました。深 く感謝 い たします。
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（b）色三 角形

図 1 ： NCS にお け る全 193 色の 分布
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（a ）色相の 分布

（b）黒み の 分布
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　　 （c）白み の 分布
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（d）色み の 分布

図 2 ： JIS系統色名に よる全 193色の 分類 図 3 二全色お よび茶，鼠 の 頻度分布
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